
小学校学習指導要領 外国語活動・外国語科

新小学校学習指導要領における外国語活動及び、
外国語科の指導の在り方の要点
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・新小学校学習指導要領における外国語活動及び、
外国語科の目標

・高学年外国語科の「読むこと」「書くこと」
の指導の在り方

内容



中学年
外国語
活動

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、
外国語による聞くこと、話すことの言語活動を通して、
コミュニケーションを図る素地となる資質・能力を
次の通り育成することを目指す。
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、
外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、
コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を
次の通り育成することを目指す。

高学年
外国語科

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考
え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこ
と、話すこと、書くことの言語活動を通して、
簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり
伝え合ったりするコミュニケーションを図る資
質・能力を次の通り育成することを目指す。

中学校
外国語
科

目標



外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある
文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して捉え、
コミュニケーションを行う目的・場面・状況に応じて、
情報を整理しながら考えなどを形成し、再構築すること。

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方



中学年
外国語
活動

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、
外国語による聞くこと、話すことの言語活動を通して、
コミュニケーションを図る素地となる資質・能力を
次の通り育成することを目指す。
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、
外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、
コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を
次の通り育成することを目指す。

高学年
外国語科

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考
え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこ
と、話すこと、書くことの言語活動を通して、
簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり
伝え合ったりするコミュニケーションを図る資
質・能力を次の通り育成することを目指す。

中学校
外国語
科

目標



外国語への
慣れ親しみ

コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

外国語を通じて
言語や文化について体験的に理解を深め、
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、
外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、
コミュニケーション能力の素地を養う。

言語や文化に
関する気付き

現行学習指導要領 高学年 外国語活動 目標



中教審答申（H28.12抜粋）
「知識や技能は、思考・判断・表現を通じて習得されたり、その過程で活用されるもの
であり、また、社会との関わりや人生の見通しの基盤ともなる。このように、資質・能力の
三つの柱は相互に関係しあいながら育成されるものであり、資質・能力の育成は知識
の質や量に支えられていることに留意が必要である。」

資質・能力の三つの柱



２ 内 容 ［第５学年及び第６学年］

学習指導要領の内容構成の整理（小学校外国語科の「英語」の例）

8

(1)を活用

１ 目 標 (1)聞くこと (2)読むこと (3)話すこと［やり取り］ (4)話すこと［発表］ (5)書くこと

３ 指導計画の作成と内容の取扱い

(3)の言語活動を通して指導

［知識及び技能］
(1)英語の特徴やきまりに関する事項
ア 音声
イ 文字及び符号
ウ 語，連語及び慣用表現
エ 文及び文構造

(ｱ) 文 (ｲ) 文構造

(3)言語活動及び言語の働きに関する事項
①言語活動に関する事項
ア 聞くこと イ 読むこと ウ 話すこと［やり取り］
エ 話すこと［発表］ オ 書くこと
②言語の働きに関する事項(*)
ア 言語の使用場面の例 イ 言語の働きの例

*言語活動を行うに当たり，主として
②に示すような言語の使用場面や言
語の働きを取り上げるようにする。

［思考力，判断力，表現力等］
(2)情報を整理しながら考えなどを形成し，英語で表
現したり，伝え合ったりすることに関する事項

(2)に示す事項［思考力，判断力，表現力等］については，(1)に
示す事項［知識及び技能］を活用して，(3)①のような言語活動を
通して養う。



中学年外国語活動
(1) 外国語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め、
日本語と外国語の音声の違い等に気付くとともに、
外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。

(2) 身近で簡単な事柄について、外国語で聞いたり話したりして
自分の考えや気持ちなどを伝え合う力の素地を養う。

(3) 外国語を通して、言語やその背景にある文化に対する理解を
深め、 相手に配慮しながら、 主体的に外国語を用いて
コミュニケーションを 図ろうとする態度を養う。

知識及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

主体的に
学習に取り
組む態度



(1) 外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、
日本語と外国語との違いに気付き、これらの知識を理解するとともに、
読むこと、書くことに慣れ親しみ、
聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーショ
ンにおいて、活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、
身近で簡単な事柄について聞いたり話したりするとともに音声で十分に慣
れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読んだり、語順を
意識しながら書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことがで
きる基礎的な力を養う

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、
他者に配慮しながら、主体的に外国語を用いて
コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

高学年外国語科

知識及
び技能

思考力、
判断力、
表現力
等

主体的に
学習に
取り組む
態度



外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、
日本語と外国語との違いに気付き、これらの知識を理解するとともに、
読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、読むこと、話すこと、
書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、
活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

外国語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め、
日本語と外国語の音声の違い等に気付くとともに、
外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働き
などを理解するとともに、これらの知識を、
聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて
活用できる技能を身に付けるようにする。

知識及び技能
中学年
外国語
活動

高学年
外国語科

中学校
外国語
科



(1) 聞くこと
アゆっくりはっきりと話されれば，自分のことや身近で簡単な事柄について，簡単な語句や基本
的な表現を聞き取ることができるようにする。

イゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄について，具体的な情報
を聞き取ることができるようにする。

ウゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄について，短い話の概要
を捉えることができるようにする。

(2) 読むこと
ア活字体で書かれた文字を識別し，その読み方を発音することができるようにする。
イ音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるようにする。
(3) 話すこと［やり取り］
ア基本的な表現を用いて指示，依頼をしたり，それらに応じたりすることができるようにする。
イ日常生活に関する身近で簡単な事柄について，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本
的な表現を用いて伝え合うことができるようにする。



ウ自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句や基本的な表現を用
いてその場で質問をしたり質問に答えたりして，伝え合うことができるようにする。

(4) 話すこと［発表］
ア日常生活に関する身近で簡単な事柄について，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことが
できるようにする。

イ自分のことについて，伝えようとする内容を整理した上で，簡単な語句や基本的な表現を用い
て話すことができるようにする。

ウ身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容を整理した上で，自分の考えや気持ちなどを，
簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことができるようにする。

(5) 書くこと
ア大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。また，語順を意識しながら音声で十
分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことができるようにする。

イ自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語
句や基本的な表現を用いて書くことができるようにする。



外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、
日本語と外国語との違いに気付き、これらの知識を理解するとともに、
読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、読むこと、話すこと、
書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、
活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

外国語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め、
日本語と外国語の音声の違い等に気付くとともに、
外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働き
などを理解するとともに、これらの知識を、
聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて
活用できる技能を身に付けるようにする。

知識及び技能
中学年
外国語
活動

高学年
外国語科

中学校
外国語
科



新教材 We Can! 1 ワークシート



小学校高学年 外国語科 英語 目標
(2) 読むこと
ア 活字体で書かれた文字を識別し，その読み方を発音することがきる
ようにする。

(5) 書くこと
ア 大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。

また，語順を意識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や
基本的な表現を書き写すことができるようにする



外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、
日本語と外国語との違いに気付き、これらの知識を理解するとともに、
読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、読むこと、話すこと、
書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、
活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

外国語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め、
日本語と外国語の音声の違い等に気付くとともに、
外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働き
などを理解するとともに、これらの知識を、
聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて
活用できる技能を身に付けるようにする。

知識及び技能
中学年
外国語
活動

高学年
外国語科

中学校
外国語
科



コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、
身近で簡単な事柄について聞いたり話したりするとともに
音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しなが
ら読んだり、語順を意識しながら書いたりして、自分の考えや気持ち
などを伝え合うことができる基礎的な力を養う。

身近で簡単な事柄について、外国語で聞いたり話したりして自分の考
えや気持ちなどを伝え合う力の素地を養う

コミュニケーションを行う目的や場面、状況な
どに応じて、日常的な話題や社会的な話題につ
いて、外国語で簡単な情報や考えなどを理解し
たり、これらを活用して表現したり伝え合った
りすることができる力を養う。

中学年外
国語活動

高学年
外国語科

中学校
外国語
科

思考力、判断力、表現力等



(2) 読むこと
イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かる
ようにする。

また，語順を意識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本
的な表現を書き写すことができるようにする。
イ 自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十分に慣れ
親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるようにする。

小学校高学年 外国語科 英語 目標

(5) 書くこと
ア 大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。



新教材 We Can! 1 Sounds and Letters・Jingle



(2) 読むこと
イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かる
ようにする。

また，語順を意識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的
な表現を書き写すことができるようにする。
イ 自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十分に慣れ
親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるようにする

小学校高学年 外国語科 英語 目標

(5) 書くこと
ア 大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。



We Can! 2 Unit 5 ワークシート



外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、
主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

外国語を通して、
言語やその背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら、
主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、
聞き手、読み手、話し手、書き手に
配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュ
ニケーションを図ろうとする態度を養う。

中学年
外国語
活動

高学年
外国語科

中学校
外国語
科

学びに向かう力、人間性等



〇 外国語を通じて言語や文化について体験的に理解を深め、
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、
外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、
コミュニケーション能力の素地を養う。

〇 外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，
聞くこと, 話すこと, 読むこと, 書くことなどの
コミュニケーション能力の基礎を養う。

改訂前 学習指導要領 小学校高学年外国語活動・中学校外国語 目標


